
発行：関西学院大学高等教育推進センター

2011年度FD活動報告について… …………１
LUNAの利用状況………………………………６
acrobat実践セミナーの開催… ………………６
第１回SD講演会、第２回FD講演会… ……７
授業調査方法の変更…………………………８

◆神学部◆

　神学部は、毎年 2回春学期と秋学期に専任教員が主体

となって FD 研修会を開催し、3月には非常勤講師を対

象とした研修の時間を設けている。

　2011 年度の専任教員の FD活動として、6月 29 日に

稲垣恭子氏（京都大学教育学研究科教授）を招き、「師

弟関係の変容とアカデミック・コミュニティのゆくえ」

というテーマで研修会を開催した。旧来の「師弟」とい

う教師と学生の関係が変容した現代において､ 教師はど

のような意識をもって学生との関係を築いていくのかと

いうことを学んだ。10月12日には神学部３つのポリシー

（カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー、アドミッ

ションポリシー）についての理解を深め、それをシラバ

スにどのように反映させるかについて話し合った。また

神学部では 2013 年度からの「特殊研修演習Ａ・Ｂ」必

修化と「卒業論文」開設を計画しており、その実施に向

けてどのように準備を進めていくかについて意見交換を

行った。

　本年度も 3月１日に非常勤講師の方々を招き、10 時

から 2時半まで FD研修会を開催した。昨年度に引き続

き神学部の 3つのポリシーについて理解を深めていただ

き、学生とのトラブルも含めて授業運営に関する様々な

課題を話し合うことが出来た。　

◆文学部◆

　文学部では、今年度は２回のＦＤ活動の機会を設けた。

第１回の９月 16 日には春学期の人文演習Ⅰの担当者会

を開催し、担当者全員の提出したレポートをもとに、授

業内容と問題点などに関する情報交換を行った。例年の

ように、１クラスの学生数がゼミとしての上限を超える

（36名前後）ことが問題として取り上げられたが、根本

的解決のためには教室の確保や教員負担の大幅増などの

問題がある。春学期の人文演習Ⅰでは全専修をシャッ

フルしてクラス編成を行っているが、秋学期と同様、春

から専修ごとにクラスを分けるべきとの声も一部では強

く、クラス規模とともに今後の検討課題として残された。

　３月 14 日のＦＤ研修会では、各ゼミ・専修における

卒業論文の指導と口頭試問のあり方について、情報と意

見の交換会を行った。近年、就職活動の長期化、入試形

態の多様化にともなう基礎学力の変化、さらにはネット

と情報機器の発達なども一因として、従来の指導法では

対処しきれないケースも増えつつある一方、各教員がゼ

ミで行っている卒論指導については、互いに知る機会も

少ないのが現状である。このＦＤ研修会では、全教員の

提出したレポートにもとづき、各ゼミの個性は重んじつ

つも、指導のノウハウの共有に向けて有益な情報交換が

なされた。

　なおその後引き続き、秋学期の人文演習Ⅱの担当者会

を開催し、春学期に続いて人文演習の現状と問題につい

ての意見交換を行った。

2011 年度 FD 活動報告について

　本号は、2011年度の FD活動報告の特集号です。

　この報告は、“旧総研 ”以来、長年にわたり毎年行われてきたものです。各学部等の科目提供部署においてなされて

いるFD活動の実践とその成果を公開することにより、本学のFD活動が全体として組織的に行われていることを、あ

らためて全学的に共有するとともに、そのことを通して相互の研績に資することを目的としています。各部署におかれ

ましては、以下に見られる取組みを参考にしていただき、FD活動の更なる充実につなげていただければ幸いです。　

なお、本年度は、新たに、教職教育研究センター、共通教育センター、スポーツ科学・健康科学教育プログラム室、キャ

リア教育プログラム室からも、ご報告をいただき、一層充実した内容となっています。

　各報告は、当センターの教育力向上 (FD) 専門部会のメンバーの皆様を中心にご執筆いただきました。いつものことな

がら、学年末の大変お忙しいなかご苦労をおかけいたしました。心から御礼申し上げます。

原田　剛（高等教育推進センター副長）

２０１２年３月１５日（２号）
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◆社会学部◆

　〈各教員の授業に関する資質向上〉という意味の

Faculty Development としては、社会学部ではそれぞれ

の工夫と洞察、直面している困難と失敗例などを共有す

ることを最重要視している。具体的には、11 月と 3月

に延べ 10時間におよぶ研修と議論の機会を設けている。

今年度は、「アカデミック・ハラスメント対策」および「現

行カリキュラムの問題点」などが論点に挙げられた。

　また、〈学部組織としての教育に関する資質向上〉と

いう意味での FD に関しては、2011 年度教育研究活性

化資金を活用して「社会学部ラーニングアシスタント

（SLA）」という新制度を試行した。役割は、①授業での

補助、②授業担当者の指導のもとで授業運営に積極的に

関与し履修者の学習を支援、③授業（教室）外での履修

学生への学習相談・助言、④授業（教室）外でのピア・

サポート・コミュニティ形成等である。授業の円滑な運

営、私語対策に一定の効果があったのみでなく、SLA 主

催のクリスマス会では学年を縦断する活発な交流が実現

した。

◆法学部◆
　法学部では、2011 年度の FD 活動として、2011 年

11 月 30 日（水）に約 1時間半にわたり FD研究会が開

催された。

　主たるテーマは、「法学・政治学学習ガイドブックの

内容」であった。法学部は2012年度から新たなカリキュ

ラムが実施され、１年生の基礎演習の授業内容が大きく

様変わりすることとなる。特に春学期は「スタートアッ

プ演習」と名称が変更され、授業の一部を外部業者に委

託し、コミュニケーション・スキルやディスカッション・

スキルを重視した授業内容となる予定である。これに伴

い、法学・政治学の専門科目を学習するために不可欠な

基本的知識や学習方法等を記載した学習ガイドブックを

作成して、１年生の演習で配布・使用することとなり、

このガイドブックの内容について全体で意見交換を行っ

た。学習ガイドブックに掲載すべき具体的な内容だけで

なく、いかに分かりやすく伝えるかという点からその記

載方法についても、さらに授業における実際の活用方法

についても貴重な意見交換を行った。今後は、学生から

のフィード・バックも参考にしつつ、専門科目学習指導

書としてより充実したものとなるよう、いかに改訂をし

ていくかが課題となる。

　また、来年度から授業を補佐する TA制度を新たに導

入するために、2011 年秋に法学部教員を対象にアンケー

ト調査を行った。これにもとづいて、TA の利用を希望

する教員の授業について、来年度からその募集が行える

よう検討中である。少なくとも、「スタートアップ演習」

におけるファシリテータとして TAを活用し、外部業者

と協力して TAの研修を事前に行うことは確認されてい

る。

◆経済学部◆
　経済学部では FDに関しての活動として、主に基礎科

目に焦点を当てた授業報告会を数回行った。報告会は「基

礎演習」担当者会と「経済と経済学の基礎」授業報告会

の２つが行われ、効果的な授業の進め方等についての意

見交換をする場所として重要な意味をもった。

　「基礎演習」は１年生必修の演習科目であり、大学で

の学習をより効果的なものにする上で重要な導入科目と

なっている。この科目について、秋学期末に担当者会を

行い授業方法の改善に役立てている。

　「経済と経済学の基礎」はＡ・Ｂ・Ｃの３つから成る

必修科目で、Ａが１年春学期、Ｂが１年秋学期、Ｃが２

年春学期に配当されている。経済学部の専門教育の土台

であり、その習得度の向上はその後の専門科目の学習効

果を高める上で極めて重要である。そのため、これらの

科目について、春学期末と秋学期末の計２回の報告会を

行い、講義内容、成績、授業アンケートに関する資料を

提示し、授業内容や授業方法の改善に役立てている。

◆商学部◆
　商学部では、2011 年度に将来構想委員会 FD 部会に

よる FD教授研究会を開催した。

　2011 年 11 月 9 日（水）15 時 20 分から約 1 時間

半にわたり、「企業から見た最近の学生」と題して開催

された（司会：石淵順也教授）。講師に、慶應義塾大学

SFC 研究所上席所員（訪問）の横瀬勉（よこせ・つとむ）

氏をお招きし、近年の就職活動における、説明会・面接

会場での学生の行動・特徴や企業の対応・考え方、さら

に企業が望む人材や学生・企業双方の課題など、横瀬氏

の経験も踏まえ、さまざまな観点からお話頂いた。また、

講演後には参加教員との質疑応答を行い、企業から見た

大学生の語学力や留学経験等の評価、重視する点などに

ついての質問があった。
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◆理工学部◆

　理工学部のＦＤ活動は、ＦＤ委員会がカリキュラムＷ

Ｇと連携しながら検討を進めており、例年の主な活動内

容は、(1) 指導教員による成績配布の際の履修指導方針

の明確化、(2) 教員間での各授業の合格状況の把握と共

有化、(3) ＦＤ講演会の開催、の３つである。

　今年度に特徴的な内容としては、(3) で物理のリメディ

アル教育を取り上げたことが挙げられる。理工学部では

入学生の数学基礎力低下が深刻なことから、数年前より、

数学リメディアル教育に関するＦＤ講演会の開催や、入

学生への数学基礎力テストの実施等を試みているが、物

理に関しても基礎力低下や未履修者増が深刻であるた

め、物理のリメディアル教育について考える機会を設け

た。

　講師である高千穂大学教授の並木雅俊氏は、物理チャ

レンジ・オリンピックや物理教育用 DVD 教材開発等に

携わっており、適任であった。当日は、正しい物理的概

念と人間の直観的理解との矛盾点や、考えることが苦手

な最近の学生気質など、物理教育特有の難しさに関する

指摘がなされると共に、並木氏が開発した DVD 教材の

デモも行われ、示唆に富む反面、数学とは異なる物理リ

メディアル教育の問題点を実感する機会ともなった。

◆総合政策学部◆
　総合政策学部では、基礎演習担当教員を対象とした

FD 活動を 2011 年度開始直前の 3月から開始した。主

な内容は、（1）FD 研修会（教育方針・目標・内容等に

関して）、（2）基礎演習用副教材の共有およびその利用

促進、である。また、専門分野が多岐にわたる教員間の

相互理解を促進する機会として各種の講演会やセミナー

を開催すると同時に、「そうせいタイムス」を発行する

ことで情報の共有化を進めた（2012 年 1 月時点で第 3

号まで発行済み）。

　講演会・セミナーとしては、まず「新任教員研究発表

会」を計 9回実施し、学部教員間の相互理解と研究活動

のさらなる活性化を図った。また、学生を主な対象とし

た「講演会」および「都市政策シアター」をそれぞれ計

15回（各界で活躍される方々 15名）および計 4回（教

員 11名＋全員でのシンポジウム）、一般の方を主な対象

とした「メディア情報学科連続公開講座 “ 人・社会・自

然のための情報とメディア ”」を計 7回開催した。

　これらの講演会やセミナーには多くの教員も参加して

おり、総合政策学部の幅広い教育・研究情報の共有の場と

して機能するだけでなく、教員の意識啓発にも寄与した。

◆人間福祉学部◆

　人間福祉学部では文部科学省に提出した学部設置届出

趣旨書『関西学院大学人間福祉学部設置の趣旨及び特に

設置を必要とする理由』に「教員の資質の維持向上（FD）

の方策」を記載しており、これをガイドとして、FD 委

員会を設置し学部 FD を推進している。設置４年目の

2011 年度は、以下のような「教員の資質維持と向上の

ための活動」を実施した。

　学部 FD研修会として、御輿久美子氏（特定非営利活

動法人 アカデミック・ハラスメントをなくすネットワー

ク代表理事）を講師として招聘し、アカデミック・ハラ

スメントの防止をテーマとした講演会を実施した。人権

教育に関しては、学部人権問題研修会委員会が、東日本

大震災と被災者支援をテーマとした研修会を実施した。

　授業運営についての研修および教員同士による授業の

評価については、前年度と同様に学部研究会において教

員の研究紹介と評価という形で、４回実施した。

　学生による授業評価についても昨年度と同様、大学が

実施する授業評価に参加し、実施した。学生および教員

に対する結果のフィードバックについても大学の手順に

従った。

　昨年度に引き続き、教員の教育研究を互いに理解し、

学生の理解を深めるための DVDの作成作業を継続した。

一部の学科教員を残し完成し、モデル的に授業で活用し

た。一昨年度から始まっている教員の最新の研究を紹介

する本の出版については、社会福祉学科ではほぼ原稿の

提出が終わったが、次年度の課題となった。

◆教育学部◆
　教育学部では、2011 年度に 3回の FD 研修会を開催

した。

　第 1回目は、7月 27日に開催した。試験期間中であっ

たが、学部全教員のおよそ３分の２の教員が参加した。

全体テーマは「教育学部における教養教育のあり方」で

あった。まず、外国語教育に携わる教員から、教育学部

では教養教育についての共通理解があるのかという問題

が提起された。教育学部は、教師教育、とりわけ教育実

践力の養成を重視している。このことが、教育学部の教

養教育とどのようにつながっているのかという問題が議

論された。つぎに、国際理解教育を推進している教員が、

ESD の概念と教育学部における現状と課題を報告した。

　第 2回目は、9月 22 日に、聖和キャンパス事務室の

協力を得て、PC教室で、「教材支援システム：インタラ

クティブ・スタディ・サーバ」の教員向け講習会であった。
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　第 3回目は、2012 年２月 29 日に開催し、ほとんど

の教員が参加した。来年度から 4年次科目として開講さ

れる教職実践演習という科目のねらいや進め方等につい

て話し合った。

◆国際学部◆
　本年度の国際学部 FD活動としてまず挙げられるのは

計 3回開催されたＦＤ研究会である。7月 20 日と年明

けの 1月 28 日に、本学部木本教務主任により「基礎演

習のあり方について」というテーマで行われた。また、

9月 28 日にはキャリアセンターの森田次長を講師に、

「キャリアデザインについて」というテーマのもとに研

究会が行われた。

　次に、専任教員相互授業参観がある。特に時期は限定

せず、本学部 1年生全員を履修対象とした「国際学入門」

と「国際地域理解入門」を対象科目として、授業参観の

機会が広く全教員に与えられた。参観希望者は事前に授

業担当者に連絡し、参観後には感想・コメントを事務室

経由で授業担当者に提出した。そしてそれをもとに、春

秋各学期の教授会終了後に（具体的には 7月 20日と 12

月 7日）授業参観後の意見交換会が催された。

　最後に、学生インタビュー調査がある。1年生の各基礎

演習のゼミ長、２年生の元ゼミ長を5月 24日から26６

日にかけて招集し、講義内容や学生生活全般、学部内の設

備等に関して、外国人留学生も含めて多くの学生から感想

や要望を聞き取り、その結果は教授会で共有された。

◆教職教育研究センター◆
　教職教育研究センターでは、7月 12 日に開催した教

職教育センターＦＤ研修会（専任教員対象）で、本年度

の「教育実習」（5～ 6月を中心に本年度は約 350 名が

参加）の反省を中心に、事前指導の在り方等を含め、今

後の改善点について意見交換を行った。

　近年、実習校からの教育実習生に対するクレームも目

立つようになったことから、教育実習参加資格の見直し

や事前指導の強化等に関する厳しい意見も出され、これ

らの問題については今後も継続して検討していくことが

確認された。

　また、非常勤講師の先生方には、例年 12 月（本年度

は 12 月 16 日）に開催している教職課程等研究懇話会

において、各担当者から授業実践の方法や受講者の反応

等についてお話しいただき、参加者全員で意見交換を

行った。要望として最も多かったのは、クラスサイズの

問題で、他大学の教職課程にくらべ 1講座当たりの受講

者数が多いことからきめ細かな指導ができにくいという

意見がみられた。

◆共通教育センター◆
　当センターは全学科目の提供部署との連携・調整によ

る提供カリキュラムの質的向上と、初年次教育を中心と

した授業・学習支援などに取り組むため、2010 年 4 月

に発足し、主に①全学科目紹介リーフレットの作成、②

初年次教育科目「スタディスキルセミナー」の提供、③

ラーニング・アシスタント（以下、Ｌ . Ａ .）制度の試行

に取り組んでいます。

　①については学部が提供する科目とは別に提供される

学際領域の科目を各種プログラムの目的別に紹介し、新

入生に配布しています。

　また、②については学習スキル涵養を目的とした「プ

レゼンテーション」「論文作成」「コミュニケーション」

の３種類の授業を提供しています。グループワーク、ディ

スカッションを多数取り入れるなど、学生参加型の授業

として、学生の主体的な取り組みを促すことも視野に入

れ、提供しています。授業調査アンケートでは、「参加

型の授業で、自分の苦手だったことにも楽しく取り組め

た」、「コミュニケーション力や、文章を考えたり、書い

たりする力が身についた」、「前向きに学ぼうという姿勢

になれた」などという声が多数寄せられるなど、一定の

成果がみられます。

　さらに、③については教育活性化資金を活用し、2011

年度秋学期よりスタディスキルセミナー及び地域フィー

ルドワーク科目で、授業担当者を補佐するとともに、履

修学生の指導や相談をとおして教育および学習の支援を

行う学部学生スタッフとして、Ｌ . Ａ . を配置していま

す。Ｌ . Ａ . はグループワークやディスカッションなど

の「ファシリテーター」としても、また履修者が疑問や

質問などに相談に乗るなど「ピアサポーター」としても、

授業の活性化に寄与しています。なお、秋学期授業開始

前には、Ｌ . Ａ . を対象とした共通研修として、「ファシ

リテーションスキル研修」を実施しました。

　共通教育センターでは、以上のように学生参加型の授

業やアクティブ・ラーニングの推進により、学生の学習

意欲を喚起し、授業を活性化することで、今後も教育の

質の向上に取り組んでいきたいと考えています。
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◆言語教育研究センター◆

　本年度、言語教育研究センターでは授業改善の一環と

していくつかの FD活動を行った。

　一つは、言語教育研究センター会議（2011 年 6月 16

日）における外国語教育の事例研究である。ここでは、

3名の言語教育科目担当の新任教員（李健志・社会学部

教授、大東和重・法学部准教授、鳥羽美鈴・社会学部助教）

に、前任校における外国語教育の事例をお話しいただき、

それに基づき意見交換を行った。

　もう一つは言語教育研究センター共同研究「大学にお

ける言語コミュニケーション教育ならびに言語文化教育

のカリキュラム・教材の開発と研究」である。毎年、各

語種（英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、

朝鮮語）ごとにカリキュラム・教材開発の共同研究を行

い、成果発表を行っている。本年度は、センター研究

会 (2012 年 2 月 16 日 ) にて、英語インテンシブ・プロ

グラムの教材開発について８名の IEFL(Douglas Meyer, 

Hector Luk, Lisa Rogers, Andrew Sowter, Marian Wang, 

Johnathan Watkins, David Wright, Andrew Nowlan) が共

同研究の成果を発表した。

　また、各言語ごとに、年に数回 FDに関するミーティ

ングを行った。

◆スポーツ科学・健康科学教育プログラム室◆
　2011 年度スポーツ科学・健康科学教育プログラム室

では以下のＦＤ活動を行った。

１．冬期研修会への参加

　2012 年 1月に実施された冬期研修会（全国大学体育

連合後援）にプログラム室構成員が参加した。ここでの

FD活動は本プログラム室が提供している余暇生活学演習

Ｄ冬期アウトドアの授業において大いに役立っている。

２．関西五私大体育研修会への参加

　2011 年 11 月に関西大学で開催された関西五私大体

育研修会に、本プログラム室の副室長が参加した。本研

修会は関西学院大学、関西大学、同志社大学、立命館大

学、龍谷大学の五私大で構成された研修会であり、年に

一度互いの保健体育教育に関する情報を共有し合うこと

で、よりよい教育・研究を目指すことを目的に開催され

ている。本プログラム室からは保健体育教育の現状と課

題というテーマで副室長が情報提供を行った。また、他

校の保健体育科教育の現状、スポーツ選抜入試による入

学生の現状や入学前教育の方法等さまざまな有益な情報

を得ることができた。本プログラム室が抱えている課題

と同様の課題が他校にも存在しており、互いに解決策を

模索していくためにも、今後さらに他校とのつながりを

深めていく必要性を感じた。

３．授業展開方法に関する懇談

　プログラム室構成員の授業を他の構成員が見学し、そ

の後、授業展開方法に関して懇談するという機会を複数

回設けた。主な懇談事項は、受講生への安全管理、受講

生が意欲的、積極的に授業に取り組むための授業展開上

の工夫と改善等である。また、指導法に関する議論だけ

でなく、安全管理上必要な用具、設備に関しても意見交

換をし、受講生の安全を確保する環境づくりに努めた。

◆キャリア教育プログラム室◆
　キャリア教育プログラム室としての授業改善の取り組

みは、①インターンシップ講義及びインターンシップ演習

に関するものと、②キャリアゼミに関するものからなる。

　インターンシップ講義・演習に関しては、NKS 能力開

発センター及び紀伊國屋書店等に委託して実施している

が、春学期及び秋学期の全授業の終了後、毎回の授業へ

の学生の出席状況、独自の授業評価アンケートの集計結

果をはじめ、詳細なデータをもとに、キャリア教育プロ

グラム室・キャリア支援課、NKS、紀伊國屋書店の間で

検討会議を開催し、授業の内容、方法等についての改善

に取り組んでいる。検討会議の結果は毎年改定を重ねて

きたテキスト（NKS 編『社会の中での自分』）や配布資

料の内容に反映され、講義や演習の方法の改善にも活か

されている。

　キャリアゼミに関しては、開講５年目を迎えたことを

受け、キャリア教育プログラム室・キャリア支援課及び

東京丸の内キャンパスとの間で、修了者の進路状況まで

も視野にいれ、その成果を検証する機会を設けた。その

結果を受け、キャリアゼミ Aの開講形態の大幅な変更を

はじめ、授業改善の方針が決定された。
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2012 年までの LUNA の利用状況報告

　LUNA は「垣根なき学びと探求の共同体 (Learning 

Community) の実現」というKG学士力の目標実践をサポー

トする強力なツールとして2010年秋に運用開始しまし

た。

　どの程度使われているかの目安となる図１は、ひと月の

間に何らかのアクセスがあった授業を各部局開講科目の百

分率で示しています。全体の総計では35%、学部とセンター

だけで集計すると42%の授業で利用されています。

　図2は、ひと月の間にLUNAにアクセスした学生、教

職員数の推移です。学生利用が圧倒的多数で、運用開始

から授業休みの期間を除いて右肩上がりに増えています。

ピークでは17,000人を上回っており、全学生の8割が利

用しています。時間帯別のデータによれば、25%の利用

が午後8時～午前2時にあり、夜間に自宅からアクセス

している様子がうかがえます。

　ただLUNAは、現時点では学生への緊急の連絡や資料の

配布等、「他に手段がない」という意味で使われているの

かもしれません。

　利用者の皆様には、質問だけでなく、使い勝手について

の要望もヘルプデスクへお寄せいただくことを切に希望し

ます。

「Acrobat Dojo : PDF を使って業務を劇的に効率化
する実践セミナー！」の開催

＜概要＞

開催日時：2011年12月13日（火）17:30～ 19:30

講　　師：日下部 徳彦氏（アドビ システムズ 株式会社）

協　　力：北嶋　 明彦氏（アドビ システムズ 株式会社）

　2008 年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向

けて」によると、高度化・複雑化する課題に対応していく

職員として一般的に求められる資質・能力について言及が

あり、職員の能力開発の重要性について答申されています。

　このような資質・能力を獲得していくためには、通常の

業務をより効率化する必要があると考えられます。

　このような背景もあり、高等教育推進センターでは、学

長室にある業務改善ワーキンググループ、ローカルツール

等ＩＴ支援ワーキンググループとの共催で「Acrobat Dojo : 

PDFを使って業務を劇的に効率化する実践セミナー！」と

題し、セミナーを開催しました。

　また、このセミナーはアドビシステムズ株式会社様のご

協力のもと、実際に作業を行いながら理解を深めてもらう

ため、ハンズオン形式を採用し、テーマも実務に沿った形

で実施しました。参加者は専任職員だけでなく、アルバイ

ト職員や派遣職員も参加され、約60名の参加となりました。

　具体的には、以下の内容を行いました。

１）「アンケート機能」利用による情報収集の効率化

を目的として、学部のゼミ志望理由書の提出から

集計までをデジタル化する取り組み。

２）「文書比較機能」利用による文書の変更点を効率

的にチェックする目的として学内文書の比較。

３）「共有レビュー機能」利用による各部署間及び印

刷会社との校閲業務の効率化を目的として、大学

案内『空の翼』の校正。

（ハンズオン形式で実施した「『空の翼』の校正」の例）

図１

図 2
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第 1 回高等教育推進センター SD 講演会

＜概要＞

開催日時：2011 年 11 月 24日（木）17:00 ～ 19:00

開会挨拶：久保田 哲夫　関西学院大学 高等教育推進センター長

講　　演：福島　一政　大学行政管理学会元会長・愛知東邦

大学理事・愛媛大学監事 他

司　　会：澤谷　敏行　関西学院大学高等教育推進センター次長

　11月 24日に図書館ホールにて第 1回高等教育推進セ

ンター SD講演会『「事務」職員から「大学」職員へ』と

題し、福島一政氏よりご講演いただきました。

　最初に、大学を取

り巻く現状として、

少子化をはじめとす

る諸問題から、大学

改革がなぜ進まない

かという理由をお話

しいただきました。

その理由のひとつと

して、結果ではなく

作業に満足している

職員が多過ぎるので

はないかと指摘され

ました。また、職員の役割が変遷する中で、続いて SD

についてお話をいただき、SD の必要性、目的について

ご説明いただきました。SD の目的のひとつは、教職員

が対等平等な関係を築いて協働できる環境を構築するこ

とであり、その成果として、教育改革の実現につながる

とのことでした。

　また、事例として、福島氏が理事を務める愛知東邦大

学の AO入試改革についてお話いただきました。目標や

ゴールを定め、その実現のためにどのような対応、努力

をされたのかをわかりやすく説明いただきました。様々

な施策に取り組む上で非常に参考になるお話でした。

　最後に、メッセージとして以下のことをお話いただき

ました。

・自らに「何故一度しかない人生を今の仕事のために

使っているか」「今の仕事を通じて成長したか」と

いうことを問い続けながら、気概と責任を持って仕

事に取り組むこと

・ミドルの役割として、全体を変えるということは難

しいかもしれないが、自分がやっているところを変

えてそこから突破していくこと

・担当者としては、数字だけでなく、生の実態と事実

を把握して、課題に取り組むべきであること

・「事務」職員から「大学」職員に脱皮して、今後の

大学経営・教学に責任をはたすこと

　質疑応答も活発に行われ、講演終了後も、多くの参加

者が福島氏を取り囲み、意見交換をされていました。第

1回の SD 講演会にふさわしい充実した講演会となりま

した。

（詳細は「関西学院大学高等教育研究」第２号をご覧下

さい。）

第 2 回高等教育推進センターＦＤ講演会

＜概要＞

開催日時：2011 年 12 月 8日（木）15:10 ～ 17:00

開会挨拶：井上　琢智　関西学院大学 学長

講　　演：山本　眞一　広島大学 高等教育研究開発センター長・教授

閉会挨拶：久保田哲夫　関西学院大学 高等教育推進センター長

司　　会：原田　剛　関西学院大学 高等教育推進センター副長

　12 月 8日に関西学院会館にて第 2回高等教育推進セ

ンターＦＤ講演会「大学改革と教職協働～教員はこれに

どう関わるべきか～」と題し、山本眞一先生より、「大

学改革」と「教職協働」についてご講演をいただきました。

　まず、山本先

生は1990年代

以降の主な大学

改革として、以

下の 12点を挙

げられ、これら

の大学改革にあ

る背景やその政

策についてご説

明いただきました。

( 1 ) 大学設置基準の大綱化～教養教育問題

( 2 ) 大学評価～自己点検・評価⇒認証評価

( 3 ) 国立大学の法人化

( 4 ) 大学・学部等設置の規制緩和

( 5 ) 学校法人改革・私学行政の整備

( 6 ) 大学の役割の多様化・個性化

( 7 ) 大学院教育の発展と実質化の要請

( 8 ) 学士課程教育の充実と教育の質保証

( 9 ) 競争的資源配分の進行（ＣＯＥ、ＧＰ等）

(10) ＦＤの義務化（努力義務→実施義務）

(11) 職業指導等の義務化など（細目の規制強化）

(12) 大学情報の公開義務
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　次に、教員と職員の役割分担のあり方について、山本
先生が 2007 年に実施された調査結果と 2010 年の最新
の調査結果を基にご説明いただきました。そこでは教員
と職員の能力開発に対するギャップ、「職員は教務系に
ついて教職協働を挙げ、教員は逆に総務系で教職協働を
考える割合が大きい」という教職協働のギャップについ
て説明をいただきました。

　質疑応答も活発に行われ、約 2時間の講演はとても早
く感じられました。講演終了後に実施したアンケートか
らも、「大学全般の改革背景が参考になった」、「『教職協
働』の真の意味を教員の立場、職員の立場でそれぞれ考
えてみる必要がある」等、前向きなご意見が多く寄せら
れ、ＦＤについて更なる意欲を感じさせる非常に有益な
講演会であったと思います。
（詳細は「関西学院大学高等教育研究」第２号をご覧下
さい。）

2012 年度より授業調査の方法が変わります！

　2012年度の授業調査は2011年度までの調査方法から大
きく変更になります。主な変更点は以下のとおりです。
　なお、実施の詳細は4月以降に授業担当者にお知らせい
たします。

１）	 調査項目の変更
　これまで以上に組織的に授業改善を反映させるため、調
査項目の変更を行います。具体的には、従来の「授業に関
する調査項目」に加え、授業の出席等を調査する「学生の
自己分析項目」、「施設設備、履修動機についての調査項目」、
各学部・センター、各教員が自由に設定できる「自由調査
項目」の４つの視点で調査を行います。

２）	 調査方法の変更
　これまで「マークシート方式」と「自由記述方式」の併
用でしたが、全科目を「ＷＥＢ方式」に変更します。なお、
一部の科目については、「ＷＥＢ方式」と「マークシート方
式」の併用を行います。
　「自由記述方式」については、2012年度は必須とはしま
せんが、学生との大事なコミュニケーションツールである
ことは変わりありませんので、各学部・センターに「自由
記述用紙」を配布します。必要に応じてご使用ください。

ご意見、ご感想、情報等をお寄せ下さい。寄稿も歓迎致し

ます。☞ HighEdu@kwansei.ac.jp

◇編集後記◇
▶従来の“FDニュースレター”から、新しいニュースレター

“高等教育推進センターニュースレター“となり、続号（第

２号）を無事に発行することができました。▶本学も2013

年度に認証評価を控え、教務部をはじめこれまでの本学の

FD活動の組織的な取組みを、改めて意識化する活動が本格

化しつつあります。▶この点でも、本特集号の内容は、有意

義なものだと思います。関係者の皆様には改めて厚く御礼申

し上げます。▶また、２月に第16回カレッジ・コミュニティ

調査、３月に第３回卒業生調査の報告を行います。▶私事、

１年間という短い期間でしたが、FD担当の副長として貴重

な経験を積むことができました。▶次長をはじめSDを体現

した有能なスタッフと、FD部会の皆様にこの場をお借りし

て御礼申し上げます。

原田　剛（高等教育推進センター副長）


